




















Cr, Hg, Se化合物を同時に化学形態別分析できる条件を検討した。8種類の As化合物(As(V), As(III), 
モノメチルヒ素(MMA), ジメチルヒ素(DMA), アルセノベタイン(AsB), トリメチルアルシンオキシド
(TMAO), テトラメチルアルソニウム(TeMA), アルセノコリン(AsC)), 2 種類の Cr 化合物(Cr(III), 
Cr(VI)), 2 種類の Hg 化合物(メチル Hg,無機




移動相①～③を適応し，100 µg kg-1相当の 8
種類 As化合物，2種類の Cr化合物，2種類の




























枕崎産鰹節には，6 種の As 化合物が含まれていた
が，海藻類とは異なり Asは，AsB の形態で主に存
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図２ 枕崎産鰹節のスペシエーション分析 
図１ MG-columnに移動相②を適応した結果 
